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の安全性

スーパーグロース単層CNT（SGCNT）の生分解性

次亜塩素酸化合物によるCNT廃水処理法

〔産総研プレスリリース2019年2月4日より〕

Raw264.7免疫細胞内SGCNT量の経時変化

●次亜塩素酸ナトリウムにより、廃水中の
CNTを簡便に分解
●SWCNT、MWCNT両方とも分解

次亜塩素酸ナトリウム溶液を添加した
CNT水溶液の色の経時変化
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家庭用漂白剤

CNT廃水処理方法として期待

●SGCNTを免疫細胞内に投与し観察
（培養マウス免疫細胞:Raw264.7）
・細胞溶液の黒色減少（目視観察）
・細胞内SGCNT量減少（近赤外吸収）
・G-band強度減少（ラマン分光）

免疫細胞内でSGCNTが分解される

●ラット肝臓kupffer細胞でも分解

●SGCNTが生分解されることで
活性酸素発生量が減少し、
細胞への毒性が低下を示唆

〔引用〕International Journal Nanomedicine, 2019, 14, 2797-2807
＊これらの結果は、日本ゼオンと産総研の共同研究による成果です


